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1 ．はじめに
　小学校学習指導要領の「理科第 6 学年 B 生命・
地球（4）土地のつくりと変化」では，野外での
地層の直接観察を重視している（文部科学省，
2008）．掛川・菊川地域は，野外での地層観察に
は最も適した地域である．既に筆者は児童が見学
できる適切な露頭（白井 , 1997, 1999, 2000, 2001, 
2002, 2003b, 2004b, 2005b, 2006b, 2007c, 2008b, 
2009b）や，露頭観察に基づいた授業実践（白
井 , 1998a, b, 2003a, 2004a, 2005a, 2006a, 2007a, b, 
2008a, 2009a, 2010）を報告している．今回は掛川
市久

ひさ

居
い

島
じま

，掛川市宮
みや

ケ
が

島
しま

，菊川市西
にし

方
かた

，菊川市丹
たん

野
の

で観察できる地層の特徴を記載するとともに，
地層観察の視点を述べ，地層観察指導時の一資料
を提供する．

2 ．掛川市久居島の露頭の記載
　（1）露頭位置：本露頭は図 1 に示すように，掛
川市久居島に位置する．走向は N54 度 W，南西
に 74 度前後傾斜し，地層はほぼ垂直に立ってい
る．本露頭は，高さ約 6 m，幅約 10 m である（図
2）．本露頭を「久居島露頭」と呼ぶ．
　（2）地層の特徴：久居島露頭の模式柱状図を
図 3 ①に示す．久居島露頭では黄灰色または灰色
を呈する塊状の砂岩層が観察できる（図 4）．本
層は三

み

倉
くら

層群原
はら

田
だ

層（斉藤・礒見 , 1954）に相当
すると考えられる．
　（3）地層観察の視点：本層は固結してるので，
白井（2007c）で述べたようにハンマーを用いて
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白　井　久　雄

掛川市立原田小学校

図 1．久居島露頭及び宮ケ島露頭位置図（国土地理
院発行 2 万 5 千分の 1 地形図「森」「山梨」）．
★ , 久居島露頭位置．● , 宮ケ島露頭位置．

図 2．久居島露頭全景．スケールは 1 m．
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観察するのが適当であり，砂岩の採取ができる．

3 ．掛川市宮ケ島の露頭の記載
　（1）露頭位置：本露頭は図 1 に示すように，掛川市宮ケ島に位置する．走向傾斜は測定できない．
本露頭は，高さ約 5 m，幅約 20 m である（図 5）．本露頭を ｢宮ケ島露頭｣ と呼ぶ．
　（2）地層の特徴：宮ケ島露頭の模式柱状図を図 3 ②に示す．宮ケ島露頭では茶褐色を呈する礫岩
層が観察できる．本層は斉藤・礒見（1954）の倉

くら

真
み

層群天
あま

方
かた

層ハラミシ礫岩部層，渡部（1988）の倉
くら

真
み

層群上
かみ

相
おう

賀
か

層 天
あめの

宮
みや

部層に相当すると考えられる．本礫岩層の礫は，細礫～大礫の硬砂岩の円～亜
円礫が大部分を占め，基質は粗粒砂である．本露頭の最下部より 1.5～3 m には層厚 20～30 cm のレ
ンズ状の細礫～中礫密集部分（図 6）が挟在する．また，最下部より 3～5 m には細礫～大礫が密集
している．

図 3．久居島露頭模式柱状図及び宮ケ島露
頭模式柱状図．① , 久居島露頭模式
柱状図．② , 宮ケ島露頭模式柱状図．

図 4．久居島露頭で観察できる砂岩層．
スケールは 20 cm．

図 5．宮ケ島露頭全景．スケールは 1 m． 図 6．宮ケ島露頭で観察できるレンズ状の細礫〜中礫
密集部分．スケールは 20 cm．
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　（3）地層観察の視点：本層は固結しているが，
ハンマーを用いれば，礫と基質の粗粒砂を採取す
ることができる．採取した礫は角が取れ丸いこと
が容易にわかる．地層を三次元的に観察すること
が可能である．また，宮ケ島露頭から 15 m 東側
にある露頭を観察すれば，本層と同様の地層が露
出していることがわかり，「離れていても地層は
連続している」ということが理解しやすいだろう．

4 ．菊川市西方の露頭の記載
　（1）露頭位置：菊川市西方では近接する 3 つ
の露頭を各々A, B, C と図 7 に示した．これら 3
つの露頭は，JR 東海道本線南側，菊川運動公園
北側に位置する．走向は N40 度 W，南西に 12 度
前後傾斜する．3 つの露頭を各々「西方 A 露頭」

「西方 B 露頭」「西方 C 露頭」，3 つの露頭をまと
めて「西方露頭」と呼ぶ．西方Ａ露頭は , 高さ約
4 m，幅約 15 m（図 8），西方Ｂ露頭は，高さ約
2 m，幅約 20 m（図 9），西方 C 露頭は，高さ約
4 m，幅約 30 m（図 10）である．

　（2）地層の特徴：西方 A 露頭，西方 B 露頭，
西方 C 露頭の模式柱状図を図 11 に示す．西方露
頭では黄褐色～茶褐色を呈する極細粒砂層と暗灰
色～暗青灰色を呈する砂質シルト層との砂泥互層
が観察できる．本層は，掛川層群堀

ほり

之
の

内
うち

層（槇山 , 
1963）である．
　極細粒砂層の層厚は 5～20 cm のものが多いが，30～40 cm を有することもある．平行葉理が発達
していることが多いが，波状葉理，斜交葉理，カレントリップル（図 12），コンボルート葉理（図
13）が観察できることもある．カレントリップル（図 12）は，波長 13 cm，波高 3 cm，フォアセッ
ト葉理から得た古流向は，北東→南西を示す．平行葉理，波状葉理にそって木片が並んでいることが

図 7．西方露頭位置図（国土地理院発行 2 万 5 千分
の 1 地形図「掛川」）．A, 西方Ａ露頭位置．B, 
西方Ｂ露頭位置．C, 西方Ｃ露頭位置．

図 8．西方 A 露頭全景．露頭の高さは約 4 m．

図 9．西方 B 露頭全景．スケールは 1 m．

図 10．西方 C 露頭全景．スケールは 1 m．
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図 11．西方露頭模式柱状図．A, 西方 A 露頭模式柱状図．B, 西方 B 露頭模式柱状図．C, 西方 C 露頭模式
柱状図．1〜2, 岩相．1, 砂層．2, 砂質シルト層．3〜5, 単層の下底面状態．3, 明瞭．4, 浸食．5, 漸
移．6〜11, 堆積構造．6, 平行葉理．7, 斜交葉理．8, 波状葉理．9, カレントリップル．10, コンボルー
ト葉理．11, 塊状．12〜15, 含有物．12, 木片． 13, 貝化石．14, シルト礫．15, ノジュール．
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ある．シルト中礫を含んでいることがある．下底
面は浸食を示すが，下位の極細粒砂層から漸移す
ることもある．
　砂質シルト層は，10～30 cm の層厚を有するも
のが多いが，2～6 cm の薄いものや，40 cm～60 
cm の厚いものもある．塊状であるが，木片，離
弁の二枚貝化石，厚さ 5 cm・幅 10 cm のノジュー
ルを含んでいることがある．下底面は明瞭である．
　（3）地層観察の視点：西方露頭では，砂泥互
層が観察でき，縞模様がわかりやすい．砂，粘土

（砂質シルト），貝化石，木片の採取が可能である．
西方Ｃ露頭では，地層を三次元的に観察すること
が可能である．

5 ．菊川市丹野の露頭の記載
　（1）露頭位置：本露頭は図 14 に示すように，
菊川市丹野，丹野トンネル東側，丹野野球場北側
に位置する．走向は N4 度 W，西に 10 度前後傾
斜する．本露頭は，高さ約 5 m，幅約 10 m であ
る（図 15）．本露頭を「丹野露頭」と呼ぶ．
　（2）地層の特徴：丹野露頭の模式柱状図を図
16 に示す．丹野露頭では黄褐色～茶褐色を呈す
る極細粒砂層と暗灰色～暗青灰色を呈する砂質シルト層との砂泥互層が観察できる．本層は，掛川層
群堀

ほり

之
の

内
うち

層（槇山 , 1963）である．
　極細粒砂層の層厚は 2～10 cm のものが多いが，20～60 cm を有することもある．平行葉理が発達
していることが多いが，波状葉理，カレントリップル（図 17），コンボルート葉理（図 18, 19）が観
察できることもある．カレントリップル（図 17）は，波長 10 cm，波高 2 cm，フォアセット葉理か

図 12．カレントリップル．波長 13 cm，波高 3 cm．
西方 A 露頭．スケールは 6 cm．

図 13．コンボルート葉理．西方 A 露頭．スケールは
100 円硬貨．

図 14．丹野露頭位置図（国土地理院発行 2 万 5 千分
の 1 地形図「下平川」）．■ , 露頭位置．

図 15．丹野露頭全景．スケールは 1 m．
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ら得た古流向は，東北東→西南西を示す．層厚 60 cm の極細粒砂層の最下位には，離弁の二枚貝化
石が観察できる．下底面は浸食を示すが，下位の極細粒砂層から漸移することもある．
　砂質シルト層は，4～10 cm の層厚を有するものが多いが，15～20 cm のものもあり，塊状である．
下底面は明瞭である．
　（3）地層観察の視点：丹野露頭では，砂泥互層が観察でき，縞模様がわかりやすい．砂，粘土（砂
質シルト）の採取が可能である．

6 ．まとめ
　（1）：掛川市久居島，掛川市宮ケ島，菊川市西方，菊川市丹野で観察できる地層の特徴を記載した．
　（2）：久居島露頭，宮ケ島露頭，西方露頭，丹野露頭は「水の働きでできた地層」ということが児

図 16．丹野露頭模式柱状図．凡例は図 11 と同じ．

図 17．カレントリップル．波長 10 cm，波高 2 cm．
スケールは 100 円硬貨．

図 18．コンボルート葉理．丹野露頭の最下部より 2.5
〜2.8 m で観察できる．スケールは 20 cm．

図 19．コンボルート葉理．丹野露頭の最上部より 1.8
〜1.9 m で観察できる．スケールは 100 円硬貨．
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童に理解しやすく，｢土地のつくりと変化｣（文部科学省 , 2008）の学習での観察に適した露頭である．
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